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医
療
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
だ
。
特
に
、
輸

入
ワ
ク
チ
ン
に
ま
つ
わ
る
免
責
と
無
過

失
補
償
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
が
輸
入
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
興
味

深
い
の
は
ワ
ク
チ
ン
の
免
責
と
無
過
失

補
償
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
議
論

を
避
け
て
き
た
厚
生
労
働
省
と
民
主
党

の
主
張
は
正
反
対
だ
っ
た
と
い
う
点
。

厚
労
省
は
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
が
問
題

に
な
る
た
び
に
、
国
家
が
責
任
を
負
う

「
強
制
接
種
」
か
ら
、
国
民
の
自
己
責

任
で
委
ね
る
「
個
別
接
種
」
に
取
り
扱

い
を
変
更
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
法
的
整
備
を
充
実
さ
せ

て
き
た
先
進
国
と
は
対
照
的
だ
。

こ
う
し
た
中
で
去
る
第
１
７
３
回
臨

時
国
会
に
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
た
め
の
特
措
法

が
成
立
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
２
つ
。
一

つ
は
、
特
例
承
認
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
に
当
た
り
、

副
反
応
や
そ
の
他
の
訴
訟
に
よ
る
補
償

を
国
が
行
う
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
、
今

回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
任
意
接
種
の
枠
組
み
で
実
施
す
る

が
、
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て
は

予
防
接
種
法
の
Ⅱ
類
に
相
当
す
る
救
済

制
度
を
採
用
す
る
こ
と
だ
。
こ
の
法
案

が
成
立
し
た
こ
と
で
、
先
進
諸
国

と
同
等
の
法
的
整
備
が
さ
れ
、
海
外
製

の
ワ
ク
チ
ン
も
使
用
可
能
に
な
り
、
ま

た
、
被
接
種
者
へ
の
救
済
制
度
も
充
実

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
は
第
一
歩
だ
。

し
か
し
、
今
回
の
措
置
は
、
言
っ
て

み
れ
ば
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
に
限
定
し
た
急
場
し
の
ぎ
の
付
け

焼
刃
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
望
む
ら

く
は
、
今
回
の
騒
動
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
一
部
の
利
害
関
係
者
だ
け
で
運
用
し

て
き
た
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
脆
弱

さ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

い
ま
こ
そ
政
権
交
代
を
契
機
に
、
ワ
ク

チ
ン
を
取
り
巻
く
法
律
体
系
、
政
策
な

ど
の
根
本
的
課
題
を
�
見
え
る
化
�

し
、
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
を
変
え
る

と
き
な
の
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
取
り
巻
く
環
境
を
俯
瞰

す
る
と
、
大
き
く
３
つ
の
軸
（
①
ワ
ク

チ
ン
の
導
入
、
②
普
及
、
③
評
価
）
が

浮
き
出
て
く
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

何
と
言
っ
て
も
研
究
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
品
質
基
準
な
ど
の
整
備
が
論
点
と

な
る
。
ま
た
、
そ
の
普
及
に
当
た
っ
て

は
、
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
啓
発

活
動
と
費
用
負
担
の
整
備
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
し
て
、
導
入
さ
れ
た
ワ
ク
チ

ン
の
評
価
で
は
、
基
礎
的
な
疫
学
デ
ー

タ
の
収
集
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
総
合
的
視
野
に
立
っ
て
こ

れ
ら
全
て
を
議
論
す
る
た
め
の
組
織
も

必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
②

普
及
の
費
用
負
担
の
整
備
と
い
う
切
り

口
か
ら
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
あ
り
方
を
提

言
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
市
場
の
現
状
を
み
る
と

（
２
０
０
７
年
）、
世
界
の
市
場
規
模
は

約
１
・
８
兆
円
で
、
日
本
の
シ
ェ
ア
は

４
％
（
７
２
６
億
円
）
足
ら
ず
。
外
資

系
企
業
も
医
療
用
医
薬
品
市
場
で
は
35

社
（
38
％
の
シ
ェ
ア
）
も
参
入
し
て
い

る
が
、
ワ
ク
チ
ン
市
場
へ
は
１
社

（
１
・
９
％
の
シ
ェ
ア
）
の
み
で
あ
る
。

●
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
療
経
済
学
分
野
教
授
　
　

川
渕
孝
一

●
ベ
ル
リ
ン
・
フ
リ
ー
大
学
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
　
　
　

ポ
ー
ル
・
タ
ル
コ
ッ
ト

待
っ
た
な
し
の
ワ
ク
チ
ン
政
策

世
界
に
恥
じ
な
い
「
総
合
的
な
戦
略
」
が
求
め
ら
れ
る

ワ
ク
チ
ン
市
場
の
現
状

何
故
、
伸
び
な
い
の
か

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
市
場

（上）
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こ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
�
ワ
ク
チ

ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
�
は
拡
大
し
、
長
期
的

に
は
国
民
の
不
利
益
と
な
り
か
ね
な
い
。

事
実
、
欧
米
で
は
承
認
済
み
の
Ｍ
Ｍ

Ｒ
、
不
活
化
ポ
リ
オ
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

と
い
っ
た
ワ
ク
チ
ン
が
わ
が
国
で
は
薬

事
法
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、

生
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
Ｖ
）、

Ｄ
Ｐ
Ｔ
ベ
ー
ス
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
型
肝
炎
ベ
ー
ス
の
ワ
ク
チ
ン
と
い
っ

た
多
く
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
は

使
用
で
き
な
い
。
一
般
に
ワ
ク
チ
ン
開

発
に
は
第
一
相
試
験
か
ら
使
用
可
能
に

な
る
ま
で
５
〜
８
年
か
か
る
と
い
う
。

費
用
も
５
５
０
億
〜
１
１
０
０
億
円
程

度
要
す
る
た
め
、
企
業
も
慈
善
活
動
で

な
け
れ
ば
採
算
の
あ
わ
な
い
市
場
に
は

参
入
し
な
い
。
困
っ
た
こ
と
に
、
こ
の

よ
う
な
現
状
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
国
民

に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
以
下
、
わ
が
国
の
ワ
ク
チ
ン

行
政
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
述
べ
る
。
続
い
て
日
本
に
類
似
し
た

社
会
保
険
方
式
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
と

ド
イ
ツ
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
わ
が
国

の
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
に
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
図
１
に
示
し
た
と
お

り
大
き
く
２
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
予
防

接
種
法
に
規
定
さ
れ
た
定
期
予
防
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
と
そ
れ
以
外
の
任
意
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
定
期
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
は
、
Ｉ
類
と
Ⅱ
類
に

分
け
ら
れ
る
。
Ｉ
類
は
原
則
全
額
公
費

負
担
、
Ⅱ
類
は
自
治
体
の
財
政
状
態
に

よ
り
公
費
負
担
額
が
決
め
ら
れ
る
が
、

一
部
は
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
定
期
接
種
に
組
み
込
ま
れ
な
い
任

意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
全
額
被
接
種
者

の
自
己
負
担
と
な
る
が
、
一
部
助
成
金

を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
医
薬
品
と
の
最
大
の
相
違

点
は
、
医
薬
品
は
財
源
が
公
的
保
険
制

度
（
薬
価
ベ
ー
ス
）
で
償
還
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
は
地
方
自
治

体
の
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
と
い
う
こ

と
で
あ
る
1）

。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
年
齢
層
ご
と
に

接
種
時
期
が
決
ま
っ
て
お
り
、「
予
防

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
、
各

国
で
独
自
の
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
決
め
ら
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
な
い
時
期
に

接
種
を
す
る
と
公
費
負
担
の
ワ
ク
チ
ン

で
も
自
己
負
担
と
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負
担
は
、
１
９
４

８
年
（
昭
和
23
年
）
施
行
の
「
予
防
接

種
法
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
予
防
接

種
法
以
前
は
、
天
然
痘
予
防
規
則
（
明

治
10
年
）
に
よ
り
国
費
に
よ
る
強
制
種

痘
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
後
、

占
領
軍
へ
の
伝
染
病
感
染
を
恐
れ
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
り
強
制
集
団
予
防
接
種
と
な

り
、
１
９
４
８
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の

も
と
予
防
接
種
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ポ

イ
ン
ト
は
こ
の
と
き
に
予
防
衛
生
業
務

は
地
方
自
治
体
の
所
管
と
さ
れ
た
点
で

あ
る
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
予

防
接
種
法
は
21
次
の
改
正
が
加
え
ら
れ

た
が
、
所
管
は
地
方
自
治
体
の
ま
ま
変

更
さ
れ
て
い
な
い
。

１
９
４
８
年
の
法
制
定
後
の
大
き
な

改
正
は
、
１
９
７
６
年
に
予
防
接
種
の

健
康
被
害
は
国
が
救
済
す
る
こ
と
を
定

め
た
こ
と
で
あ
る
。
感
染
症
患
者
の
減

少
に
伴
い
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
の
ほ
う
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
が
確
立

し
た
。
同
時
に
接
種
義
務
は
緩
和
さ
れ

罰
則
も
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、

市
町
村
長
が
予
防
接
種
の
当
事
者
で
あ

る
と
し
て
、
担
当
医
療
関
係
者
の
責
任

は
問
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
１
９
９
４
年
の
改
正
で
は
、

法
に
よ
る
強
制
・
義
務
接
種
か
ら
国
民

の
努
力
規
定
と
な
り
、
集
団
義
務
接
種

か
ら
勧
奨
個
別
接
種
へ
と
移
行
し
た
。

た
だ
し
、
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
関

し
て
は
何
の
法
的
規
定
も
な
く
、
被
接

種
者
ま
た
は
保
護
者
の
「
任
意
」
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ワ
ク
チ
ン
と
医
薬
品
の

法
体
系
の
違
い

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
財
源

図１　ワクチンの種類

予防接種法で規定された定期接種のワクチン 

任意接種のワクチン 

定期接種�類 DTP， DT，ポリオ， MR， 日本脳炎，BCG 原則全額公費負担 

定期接種�類 高齢者（65歳以上）インフルエンザ 公費負担と 
一部被接種者の自己負担 

水痘,おたふく，B型肝炎，肺炎球菌 
高齢者以外のインフルエンザ，その他 

原則被接種者の全額自己負担 

被接種者の自己負担と一部公費助成 
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保
険
方
式
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
で
は
予
防
接
種
は
公
的
保
険
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
概
略
を
紹

介
す
る
。

ま
ず
フ
ラ
ン
ス
は
、
１
９
４
７
年
に

被
用
者
保
険
が
近
代
的
な
制
度
に
な
っ

て
以
来
、
予
防
接
種
に
は
被
用
者
保
険

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
被
用

者
保
険
制
度
の
適
用
外
の
人
た
ち
は
、

地
方
自
治
体
か
ら
の
不
公
平
な
サ
ー
ビ

ス
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
予
防
接
種
率

の
低
迷
や
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な

疾
患
の
大
発
生
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ

て
い
た
。
そ
こ
で
１
９
９
９
年
に
、
新

た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
が
、
そ
う
し

た
適
用
外
の
人
に
初
め
て
適
用
さ
れ
、

無
料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
民
の
健
康

保
険
に
よ
る
予
防
接
種
の
カ
バ
ー
率
は

飛
躍
的
に
上
昇
し
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

可
能
な
疾
患
の
発
症
率
が
減
少
し
た
。

一
方
、
ド
イ
ツ
で
は
、
以
前
よ
り
大

半
の
公
的
疾
病
金
庫
か
ら
予
防
接
種
に

資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
資
金
提
供
の
決
定
は
各
疾
病
金
庫

に
任
さ
れ
、
採
用
時
期
や
カ
バ
ー
さ
れ

る
ワ
ク
チ
ン
に
疾
病
金
庫
間
の
格
差
が

生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
２
０
０
７
年
の

医
療
改
革
に
よ
り
、
中
央
政
府
で
意
思

決
定
す
る
仕
組
み
に
転
換
し
、
そ
の
格

差
は
解
消
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
近
年
の
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
予
防
接
種

政
策
の
改
革
は
、
広
範
囲
な
医
療
制
度

改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
の
方
針
と
資

金
負
担
の
責
任
を
改
め
て
明
確
に
し
た

こ
と
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
２
０
０
４
年
以
降
、
２

８
０
を
超
え
る
疾
病
金
庫
の
給
付
率
調

整
を
一
元
化
し
、
自
治
体
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
た
制
度
を
改
革
し
た
。
よ
り
直

接
的
な
給
付
と
給
付
率
格
差
の
是
正
の

た
め
の
決
定
を
下
し
た
の
だ
。
興
味
深

い
の
は
ド
イ
ツ
で
は
医
療
保
険
間
で
の

平
等
な
競
争
の
た
め
の
条
件
を
確
立

し
、
医
療
保
険
の
選
択
肢
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
政
策
改
革
を
行
っ
た
こ

と
だ
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
７

年
に
予
防
接
種
に
保
険
を
適
用
す
る
こ

と
を
す
べ
て
の
疾
病
金
庫
に
義
務
付
け

た
。フ

ラ
ン
ス
も
、
予
防
医
療
が
地
方
自

治
体
の
管
理
下
に
あ
る
た
め
、
財
政
状

況
に
よ
り
予
防
接
種
率
に
格
差
が
生
じ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
弊
害
を
是
正
す
る

た
め
、
２
０
０
６
年
改
革
に
よ
り
予
防

接
種
な
ど
の
予
防
医
療
に
対
す
る
国
の

責
任
を
明
確
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、

公
的
資
金
の
投
入
に
よ
っ
て
、
予
防
接

種
健
康
被
害
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
＝A

dverse
Event

Follow
ing

Im
m
unization

）

報
告
制
度
の
充
実
が
可
能
に
な
り
、
義

務
的
予
防
接
種
に
関
す
る
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
報

告
制
度
を
担
当
す
る
国
家
機
構
も
設
置

さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
予

防
接
種
法
に
よ
り
定
期
予
防
接
種
お
よ

び
予
防
接
種
健
康
被
害
に
対
す
る
責
任

は
地
方
自
治
体
が
負
う
。
地
方
の
裁
量

で
予
防
接
種
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
点
は
評
価
さ
れ
る
が
、
こ
れ

が
か
え
っ
て
自
治
体
間
の
財
政
力
に
よ

る
接
種
率
格
差
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
提
案
だ
が
、
公
的
医
療
保
険

制
度
か
ら
予
防
接
種
に
対
す
る
資
金
を

調
達
し
、
勧
奨
予
防
接
種
の
数
を
増
や

す
よ
う
に
す
れ
ば
、
感
染
症
対
策
と
い

う
重
要
な
目
標
を
効
果
的
に
推
進
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
予
防

接
種
を
公
的
医
療
保
険
制
度
に
組
み
入

れ
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
と
国
の

役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

一
方
、
医
薬
品
を
償
還
す
る
根
拠
で

あ
る
健
康
保
険
法
は
、
労
働
運
動
に
対

す
る
対
抗
策
と
し
て
１
９
２
２
年
（
大

正
11
年
）
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

災
害
保
険
と
し
て
の
意
味
も
あ
り
、
死

亡
、
疾
病
、
負
傷
、
分
娩
の
４
種
の
保

険
事
故
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
国

民
健
康
保
険
法
（
昭
和
13
年
）
が
施
行

さ
れ
、
昭
和
17
年
に
は
強
制
加
入
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
に
国
民
健
康
保

険
法
（
新
法
）
が
制
定
さ
れ
、
国
民
皆

保
険
（
昭
和
36
年
）
が
達
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
と
医
療
用
医

薬
品
で
は
法
体
系
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
ワ
ク
チ
ン
は

従
前
、
政
府
の
指
導
に
も
と
づ
い
て
必

ず
接
種
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
の
予
防
接
種
法
は
、
改

正
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
接
種
の
強
制

義
務
が
薄
れ
、
個
人
接
種
と
な
り
、
本

来
の
公
衆
衛
生
的
観
点
が
薄
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ど
の
法
体
系
に
も
分
類
さ

れ
な
い
「
任
意
接
種
」
に
至
っ
て
は
、

公
費
負
担
お
よ
び
啓
発
活
動
が
な
い
た

め
、
他
の
先
進
国
で
は
類
を
み
な
い
低

い
接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
わ
が
国
と
類
似
し
た
社
会

仏
・
独
が
予
防
接
種
を

保
険
給
付
の
対
象
と
し
た
理
由

求
め
ら
れ
る
国
の
責
任
の
明
確
化

予
防
接
種
に
公
的
資
金
を

投
入
し
た
仏
・
独
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そ
れ
に
し
て
も
、
わ

が
国
と
同
じ
現
物
給
付

の
ス
キ
ー
ム
を
有
す
る

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は

ど
う
し
て
予
防
接
種
を

保
険
給
付
の
対
象
と
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も

そ
も
公
的
保
険
で
は
、

障
害
と
疾
病
は
給
付
の

対
象
と
な
る
が
、
予
防

は
給
付
対
象
外
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

理
由
は
簡
潔
明
瞭

だ
。
費
用
対
効
果
を
勘

案
し
た
医
療
経
済
分
析

に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を

公
的
保
険
の
給
付
対
象

と
す
る
正
当
性
が
証
明

さ
れ
た
か
ら
だ
。
単
に

公
衆
衛
生
の
改
善
だ
け

で
な
く
、
Ｖ
Ｐ
Ｄ

（

Vaccine
Prevent-

able
D
isease

、
ワ
ク

チ
ン
に
よ
り
予
防
可
能

な
疾
患
）
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
る
総
医
療
費
の

削
減
効
果
が
算
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
「
予
防
に
勝

る
良
薬
な
し
」
だ
が
、

こ
の
種
の
医
療
経
済
分
析
は
わ
が
国
で

も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
表
１
は
そ

の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
今
野
氏
ら
の
数
式
モ
デ

ル
に
よ
る
と
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
は
12
歳
の
女
児
全
員
に
接
種
し
た
場

合
、
そ
の
発
症
数
及
び
死
亡
数
を
約

73
％
減
少
さ
せ
る
と
い
う
。
ま
た
、
将

来
の
治
療
費
・
が
ん
の
再
検
診
療
用
及

び
労
働
損
失
な
ど
の
間
接
費
用
を
合
わ

せ
る
と
、
社
会
全
体
に
対
し
約
１
９
０

億
円
の
削
減
と
な
る
。

国
内
に
お
け
る
先
行
研
究
の
中
で
削

減
額
ま
で
求
め
た
も
の
を
一
覧
表
に
す

る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

実
際
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
で
は
、

予
防
接
種
政
策
を
地
方
自
治
体
行
政
か

ら
国
家
政
策
へ
と
方
向
転
換
し
た
こ
と

に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
上
が
り
、

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な
疾
病
の
発
症

数
が
減
少
し
た
と
い
う
。
麻
疹
を
例
に

と
る
と
、
公
的
医
療
保
険
に
よ
る
費
用

負
担
を
拡
大
し
た
こ
と
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
上
が
り
、
報
告
症
例
数
が
劇
的

に
減
少
し
、
年
間
の
直
接
医
療
費
は
フ

ラ
ン
ス
で
は
１
億
４
５
０
０
万
ド
ル
、

ド
イ
ツ
で
は
９
０
０
０
万
ド
ル
が
削
減

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

両
国
の
社
会
保
障
制
度
は
日
本
と
の

共
通
点
も
多
い
の
で
、
そ
の
改
革
は
参

考
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
�
世
界
の
常
識
�
が
通

用
し
な
い
日
本
だ
が
朗
報
も
あ
る
。
２

０
０
９
年
10
月
16
日
に
は
、
英
系
製
薬

会
社
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン

（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
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Author Title Source
今野　良　他 
折原慎弥，五十嵐中，鈴木宏，他 
菅原民枝，大日康史，及川馨，他 
神谷齊，岩田敏，石和田稔彦，他 

山中昇，保富宗城，杉田麟也 
 
Hoshi SL，Kondo M，Honda Y，et al 
 
大日康史 
CaiL i，Uchiyama Hachiro， 
Yanagisawa Shinichiro，Kamae Isao 
Ohkusa Y 

原祐一 
 

神谷齊，宮崎千明，中野貴司，他 
 
菅原民枝，大日康史，多屋馨子，他 

産婦人科治療,Vol.97,No.5,530-542,2008 
日本薬学会年会要旨集,129（3）,275,20092） 
感染症学雑誌,80（3）,212-219,20063） 

小児科臨床,61（11）,2233-2241,20084） 

小児科臨床,61（11）,2221-2232,20085） 
 

Vaccine,25,6511-21,20076） 
 
最新医学,62（2）,237-43,20077） 
Kobe Journal of Medical Scienes,52（3-4）, 
97-109,20068） 
Vaccine,23,2256-60,20059） 

日本臨床,61（11）,2013-18,200310）
 

 
日本小児科学会雑誌, 
110（9）,1214-1221,200611） 
感染症学雑誌,81（5）,555-61,200712） 

日本人女性における子宮頸癌予防ワクチンの費用対効果分析 
日本におけるロタウイルスワクチンの薬剤経済分析 
水痘ワクチン定期接種化の費用対効果分析 
小児用７価肺炎球菌結合型ワクチンの医療経済効果 
肺炎球菌による小児急性中耳炎の疾病負担と小児用
７価肺炎球菌結合型ワクチンの医療経済効果 
Cost-effectiveness analysis of influenza vaccination for 
people agaed 65 and over in Japan 
高齢者インフルエンザワクチン接種による感染予防と経済効果 
日本人高齢者におけるインフルエンザと肺炎のワク
チン接種の費用対効果分析 
Policy evaluation for subsidy for influenza vaccination in elderly 
インフルエンザワクチンに対する公費負担拡大によ
る費用対効果の検証 
インフルエンザ菌b型髄膜炎の疾病負担とHibワクチ
ンの費用対効果分析 
ムンプスワクチンの定期接種化の費用対効果分析 

（※）本稿の注２～12に詳細を示した 

表１　ワクチンに関する医療経済分析の概要（日本）

＊１　今野良　他，産婦人科治療　Vol.97 No.5，2008 
＊２　菅原民枝　他，感染症学雑誌，80（3），212-9，2006 
＊３　神谷齊　他，日本小児科学会雑誌，110（9），1214-21，2006 
＊４　神谷齊　他，小児科臨床，61（11），2233-41，2008

ワクチン  
子宮頸がん予防 
ワクチン＊1

 
水痘ワクチン＊2 

 
Hibワクチン＊3 

 
小児用肺炎球菌 
ワクチン＊4

対象コホート 

12歳女児 

0歳人口 

0歳人口 

0歳人口 

接種率（仮定） 

100％ 

100％ 

90％ 

100％ 

削減額 
（医療費＋生産損失） 

約190億円  
約390億円 

（増分費用便益比＝４とした場合） 

82億円  

687億円 

表２　ワクチン導入による社会コストの削減額

�
一
筋
の
灯
り
�
が

見
え
て
き
た
!?
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「
間
接
効
果
」
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
レ

ベ
ル
で
の
保
菌
が
減
り
、
菌
の
伝
播
が

減
る
た
め
に
起
こ
る
と
さ
れ
る
。

図
２
は
日
本
市
場
に
導
入
さ
れ
た
、

或
い
は
導
入
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。H

ib

ワ
ク
チ
ン
は
08

年
に
発
売
さ
れ
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
も
09
年
12
月
末
に
発

売
済
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
先
述
の
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
09
年
10
月

16
日
に
承
認
さ
れ
、
近
い
う
ち
に
発
売

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
は
開
発
中
で
、
各
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
も
導
入
に
向
け
て
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
ワ
ク
チ

ン
が
承
認
・
発
売
さ
れ
た
際
に
、
果
た

し
て
ど
の
く
ら
い
普
及
す
る
か
だ
。
お

そ
ら
く
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
特
殊
な

環
境
で
使
わ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
を
除
く
新
規
ワ
ク
チ
ン
は
、

「
任
意
接
種
」
に
分
類
さ
れ
る
と
予
測

で
き
る
。
そ
の
場
合
ど
う
な
る
か
。
例

え
ば
、
同
じ
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
分

類
さ
れ
て
い
る
水
痘
や
お
た
ふ
く
風
邪

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
と
同
様
に

30
％
程
度
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

水
痘
は
過
去
10
年
間
、
患
者
発
生
数

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
そ
の
報
告
数
は
毎

年
約
20
万
件
あ
る
が
、
幼
児
に
お
け
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
全
国
で
２
〜
３
割

程
度
。
ま
た
、
お
た
ふ
く
は
１
９
９
３

年
後
半
〜
94
年
、
96
年
〜
98
で
流
行
の

規
模
が
増
大
。
２
０
０
０
〜
01
年
に
は

年
間
推
定
患
者
数
２
０
０
万
人
を
超
え

る
大
き
な
流
行
が
あ
っ
た
が
、
幼
児
に

お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
全
国
で
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と
、
乳
幼
児
の
髄
膜
炎
な
ど
を
防
ぐ
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ワ
イ
ス
社
）

が
同
時
に
承
認
さ
れ
た
。
前
者
は
09
年

12
月
22
日
に
発
売
さ
れ
、
後
者
も
年
内

に
は
発
売
の
見
通
し
だ
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
世
界
１
０

０
カ
国
で
承
認
さ
れ
、
日
本
は
な
ん
と

99
番
目
で
あ
っ
た
。
米
国
は
10
代
か
ら

20
代
で
の
接
種
を
推
奨
し
て
お
り
、
わ

が
国
で
も
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

万
有
製
薬
も
ワ
ク
チ
ン
承
認
を
申
請
、

現
在
臨
床
試
験
中
で
あ
る
。
結
果
が
出

れ
ば
、
外
資
系
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
に

国
の
承
認
を
経
て
発
売
さ
れ
る
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
・

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
が
子
宮
の
入

り
口
（
頸
部
）
に
感
染
し
発
症
す
る
、

女
性
で
は
世
界
で
２
番
目
に
多
い
が
ん

だ
が
、
感
染
し
て
も
必
ず
が
ん
が
発
症

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
80
％
の
女
性
が

感
染
経
験
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
大
半

は
無
症
状
の
ま
ま
自
然
消
滅
す
る
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
細
か
い
分
類
の
う
ち
、
リ
ス
ク

の
高
い
タ
イ
プ
の
感
染
を
放
置
し
た
場

合
に
、
が
ん
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
が
、
自
覚
症
状
は
あ
ま
り
な
い
。

わ
が
国
で
は
毎
年
、
約
１
万
５
０
０

０
人
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
に
か
か

り
、
約
３
５
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

た
だ
、
原
因
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
が
「
予
防

で
き
る
唯
一
の
が
ん
」
と
い
わ
れ
る
ゆ

え
ん
だ
。

一
方
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ

ク
チ
ン
は
、
小
児
に
お
い
て
重
篤
化
し

や
す
い
疾
患
で
あ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
、

菌
血
症
、
血
液
培
養
陽
性
の
肺
炎
な
ど

の
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
を
主
に
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
肺
炎
球
菌

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
と
と
も
に
小

児
期
の
重
症
感
染
症
の
二
大
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
、
わ
が
国
で
は
２
０
０
０

年
以
降
薬
剤
耐
性
菌
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
２

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
も
十
分
な
抗
体
価

が
得
ら
れ
る
よ
う
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

現
在
世
界
１
０
０
カ
国
近
く
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
２
０
０
７
年
に
は
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
す
べ
て
の
国
で

定
期
接
種
に
す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
。

２
０
０
０
年
よ
り
定
期
接
種
を
開
始

し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
侵
襲
性
肺
炎
球

菌
感
染
症
が
激
減
し
た
だ
け
で
な
く
、

中
耳
炎
や
肺
炎
に
よ
る
外
来
・
入
院
数

の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
直
接
の
接
種
対
象
者

で
は
な
い
高
齢
者
で
も
肺
炎
球
菌
感
染

症
の
減
少
が
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

インフルエンザ菌タイプb
ワクチン（Hibワクチン） 
日本脳炎ワクチン（細胞培養） 
子宮頸がん予防ワクチン 
小児用結合型肺炎球菌ワク
チン（７価） 
 

新型インフルエンザワクチン 
 
 
ロタウイルスワクチン 
DPT－IPVワクチン 
その他混合ワクチン 

2008年12月発売 
 
2009年２月承認 
2009年10月承認、12月発売 

2009年10月承認 
 
日本製ワクチン：2009年
９月承認 
海外製ワクチン：特例承認
での承認予定（時期未定） 
臨床開発中 
臨床開発中 
政府会議にて議論中 

任意接種 
 
任意接種（一部定期接種） 
任意接種 

任意接種 
 
任意接種であるが副反応に
ついては、定期�類に準じ
るよう特措法案が第173回
臨時国会に提出された 

？ 
？ 
？ 

図２　日本で最近導入された及び導入予定の主なワクチン
開
発
中
・
発
売
予
定
の

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負
担
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い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
も
特
に

高
齢
者
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
合
わ
せ
て
接
種
し
て
お
け
ば
、

よ
り
効
果
的
に
重
症
化
を
予
防
で

き
る
と
言
わ
れ
る
が
、
65
歳
以
上
の
高

３
〜
４
割
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

水
痘
症
、
お
た
ふ
く
風
邪
と
い
う
感

染
症
は
、
欧
米
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
普
及

で
罹
患
率
は
か
な
り
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
が
、
わ
が
国
で
は
毎
年
１
０
０
万

人
の
患
者
が
出
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て

齢
者
の
接
種
率
は
約
５
％
。
米
国
で
は

高
齢
者
の
65
％
以
上
が
接
種
す
る
な

ど
、
国
際
的
に
み
る
と
日
本
は
非
常
に

低
い
と
さ
れ
る
。

政
府
に
よ
る
公
費
負
担
と
関
係
者

に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
を
向
上
さ
せ
る
両
輪
で
あ
る

が
、
現
在
の
「
任
意
接
種
」
に
分
類
さ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
に
は
こ
の
ど
ち
ら
も
な

い
。
い
わ
ゆ
る
�
無
法
状
態
�
な
の
で

あ
る
。

（
続
く
）
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【注】

１）ワクチンの中には、薬価収載されているものがあるが、リスクグループを確定

できる一部の適用のみである。たとえば、B型肝炎ワクチンは妊娠中の親から子

への垂直感染予防、肺炎球菌ワクチンは脾臓摘出後の感染予防に限り保険償還

がされている。

２）日本でRVワクチンを導入した場合の薬剤経済分析を実施。予備的解析では、

ロタウイルスワクチンの導入は費用対効果に優れることが示唆され、解析を継

続している。

３）水痘が定期接種化された場合の費用対効果分析を実施。日本全体の疾病負担

は約522億円で、そのうち機会費用が約８割を占めた。増分便益費用比は、接種

費用を5,000円から12,000円とした場合、平均的にはいずれの場合でも４以上と

非常に高い数値を示した。最小値を見ても1.5以上と１を上回っていた。水痘の

疾病負担は、2000年時点の患者数20万人での麻疹の疾病負担よりも大きかった。

増分便益費用比が、その最小値においても１を上回っており、ほぼ確実に、定

期接種化によってもたされる追加的な便益が、追加的な費用を上回っていた。し

たがって定期接種化に向けて強い政策的根拠が確認された。

４）０歳人口を対象集団として、５歳までのPCV7の医療経済効果を推計。PCV7

の総額は296億円、PCV7により削減される各感染症の費用（医療費+生産損失）

の合計は687億円となり、391億円の費用削減効果が期待される結果となった。

PCV7の導入による一時的なワクチン費用の発生は、各種感染症の発生抑制によ

り相殺され、最終的には費用削減効果が得られることが期待できる。

５）小児急性中耳炎に対するPCV7の医療経済的効果を推計。０歳人口を対象とし

た場合のPCV7の総額は296億円となった。ワクチンの導入に必要な費用を引い

た最終的なPCV7の医療費への影響を算出したところ、医療費は47億円増加した

が、生産損失を加えると314億円の費用削減になると推計された。PCV7の導入

による一時的なワクチン費用の発生は、急性中耳炎の発症抑制により相殺され、

最終的には費用削減効果が得られることが期待できる。

６）In 2001, Japan launched a national influenza immunisation program for the

elderly which provides a subsidy. In order to evaluate the efficiency of the strategy

taken in this current program which provides 71％ subsidy for all and explore

alternative strategies, authors carried out a cost-effectiveness analysis. Authors

compared strategies with different levels of subsidy and the use of risk-base target-

ing by constructing a decision tree model based on the literature. Incremental

cost-effectiveness ratios of alternative strategies were estimated deterministically

and probabilistically from societal perspective. Probabilistically estimated mean

incremental cost-effectiveness ratio of current strategy is US$ 15,535 per YOLS,

which can be concluded that current program is cost-effective. Authors also con-

clude that switching from current strategy to strategy which provides 100％ sub-

sidy for all, or strategy which provides 100％ subsidy for high-risk elderlies only,

can be cost-effective as well.

７）米国では2006年に、34年間の超過死亡とインフルエンザワクチン予防接種率

の関係から、予防接種が死亡を抑制していないという報告がなされた。そこで

同様の研究を日本で行うべく、定期接種化されて以降の期間で都道府県間の超
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過死亡と予防接種率の関係を検討した。その結果、平均的な都道府県で10％の接種率の向上（1.7万人の追加

的な接種）が4,255万円かけて行われると、死亡を５人抑制し、医療費を4.2億円削減することが示された。

８）高齢者に対するインフルエンザと肺炎のワクチン接種が、健康面及び経済面に及ぼす利点について以下の

３群に分けて検討した。①ワクチン非接種群、②インフルエンザワクチン単独接種群、③両ワクチン混合接

種群。これらの各群における年間救命費用を第１群と比較した。65歳以上の高齢者10万人に対する第２群の

年間救命の費用対効果比は51万6,332円であるが、第３群では45万9,874円になることがわかった。また、第３

群対第２群の付加的費用対効果比は、10万人あたりの救命費用が年間42万6,698円であった。以上より、両ワ

クチン混合接種は、インフルエンザワクチン単独接種より費用対効果が良いと思われた。

９）OBJECTIVE: In Japan, the subsidy of influenza vaccination for the elderly was introduced in November 2001.

This paper examines its policy evaluation from the viewpoint of cost-benefit analysis. MATERIALS: The data of

copayment of influenza vaccination, population and shot rate of the elderly are surveyed by telephone interview

to the correspondents in the local governments of Tokyo metropolitan and other 12 big cities in Japan. The mor-

tality due to pneumonia or influenza is obtained from Vital Statistics of Population. METHOD: At first, I examine

the impact of amount of copayment, through its effect on shot rate, on the percentage of elderly receiving

influenza vaccinations. Using these estimation results, benefit-cost ratio (BCR) is calculated. RESULTS: The esti-

mated coefficient of copayment on shot rate is -0.007 and statistically significant. Shot rate significantly reduces

pneumonia and influenza mortality and its magnitude is -0.0028. The obtained net benefit (NB) is 134.9 million

yen or US$1.08 billion and benefit-cost ratio is 22.9 and its 95％ confidence interval is [2.2, 43.7]. DISCUSSION:

If copayment would be cut by a 1000 yen (US$8), it could avoid about 400 deaths in average big city. The benefit-

cost ratio is quite high compared with the other countries or other vaccinations. CONCLUSION: We found the

strong evidence in a sense of cost-benefit analysis in the subsidy for influenza vaccination in the elderly.

10）Two years ago, the Japanese government decided to partially pay the influenza vaccination cost for residents

over 65 years. About 23 million people are over 65 years-old, and 8 million elderly were vaccinated in this pro-

gram. Hospitals and clinics usually charge about 5,000 yen for each patient given a vaccination. Since this pro-

gram pays about 80％ of the charge, the government paid about 32 billion yen for this program. Few studies

have been done of the economics of influenza in Japan. One study found the total cost of treating hospitalized

patients and outpatients was about 489 billion yen. Another study found the hospitalization cost from influenza to

be about 187,000 yen for each admission. Assuming the effect of vaccination to be 70％, hospitalization and out-

patient costs would be reduced by about 45 billion yen. The hospitalization cost alone would be reduced approxi-

mately 25 billion yen. Influenza vaccination is obviously cost effective.

11）インフルエンザ菌b型（Hib）髄膜炎の疾病負担とHibワクチンの費用対効果を分析した。Hib髄膜炎患者数

年間478人、予防接種費用１回7,000円とした年間経済負担は、ワクチン導入で332億円、ワクチン非導入で

414億円となった。ワクチン導入は患者数、死亡数、後遺症発生数を減少させ、かつ費用削減もできると考え

られた。

12）ムンプスワクチンが定期接種化された場合の費用対効果分析を実施。予防接種費用を6,000円とすると、増

分便益費用比は5.2であり、95％信頼区間下限においても１を上回っていた。考察：増分便益費用比は１を上

回っており、定期接種化によってもたされる追加的な便益が，追加的な費用を上回っていた。したがって、

ムンプスワクチンの定期接種化に向けて政策的根拠が確認された。
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わ
が
国
に
お
い
て
は
現
在
、「
任
意

接
種
」
に
分
類
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
そ
の
接
種
率
を
向
上
さ
せ
る

両
輪
で
あ
る
公
費
負
担
と
関
係
者
に
よ

る
普
及
啓
発
活
動
の
い
ず
れ
も
欠
如
し

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
�
無
法
状
態
�
で

あ
る
こ
と
を
前
回
指
摘
し
た
。
そ
れ
で

は
わ
が
国
は
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
現
行
の

定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
引
き
続
き
予

防
接
種
法
に
基
づ
い
た
普
及
啓
発
、
地

方
自
治
体
の
一
般
財
源
で
の
公
費
負
担

で
運
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
気

が
か
り
な
の
は
、
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン

で
あ
る
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
任

意
ワ
ク
チ
ン
に
加
え
、
今
後
開
発
さ
れ

る
ワ
ク
チ
ン
が
全
て
任
意
接
種
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
全

て
個
人
任
せ
と
し
て
お
く
の
は
、
社
会

的
に
も
問
題
が
あ
る
。
行
政
・
専
門
家

及
び
業
界
の
間
で
も
こ
の
点
に
関
し
て

の
問
題
意
識
は
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ

ン
を
ど
の
よ
う
に
推
奨
し
、
資
金
補
助

を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
実
質
的
な
議

論
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。
と
い
う

の
は
感
染
症
や
ワ
ク
チ
ン
政
策
に
つ
い

て
開
発
か
ら
普
及
（
啓
発
・
費
用
負

担
）
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
総
合
的
に
議

論
す
る
「
場
」
が
な
い
か
ら
だ
。
い
わ

ゆ
る
予
防
医
療
が
日
本
で
は
確
立
し
て

い
な
い
こ
と
や
医
薬
品
と
ワ
ク
チ
ン
の

歴
史
的
背
景
が
違
う
こ
と
な
ど
か
ら
医

療
政
策
の
政
策
立
案
の
範
疇
か
ら
ワ
ク

チ
ン
は
除
外
さ
れ
て
き
た
た
め
、
具
体

的
な
方
策
を
示
せ
な
い
こ
と
が
課
題
だ

と
思
わ
れ
る
。
縦
割
り
行
政
組
織
の
見

直
し
が
喫
緊
の
テ
ー
マ
と
い
う
わ
け
だ
。

具
体
的
に
は
、
感
染
症
の
疫
学
研
究

は
国
立
感
染
症
研
究
所
、
ワ
ク
チ
ン
の

許
認
可
は
厚
労
省
医
薬
食
品
局
審
査
管

理
課
、
そ
の
需
給
調
整
や
備
蓄
は
同
局

血
液
対
策
課
、
審
査
の
実
施
は
独
立
行

政
法
人
医
薬
品
総
合
機
構
、
ワ
ク
チ
ン

の
検
定
は
国
立
感
染
症
研
究
所
、
予
防

接
種
法
の
運
用
は
厚
労
省
健
康
局
結
核

感
染
症
課
、
ワ
ク
チ
ン
市
販
後
の
定
期

調
査
は
健
康
局
結
核
感
染
症
課
（
任
意

分
は
メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
）
と
そ
れ
ぞ

れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
担
当
し
て
い
る
。
こ

れ
で
は
か
つ
て
の
帝
国
陸
軍
の
よ
う
に

�
死
中
に
活
を
求
め
る
�
と
い
う
愚
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
①
予
防
接
種
法
の
枠
組

み
の
拡
大
と
、
②
ワ
ク
チ
ン
用
の
全
く

新
し
い
資
金
源
（
フ
ァ
ン
ド
）
の
確
立

と
い
う
二
つ
の
解
決
策
を
提
示
し
た
い
。

ま
ず
第
一
は
予
防
接
種
に
関
す
る
総

合
的
な
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

予
防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は

定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
の
み
で
、
そ
れ

以
外
の
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
い
。
水
痘
や
お
た
ふ
く

ワ
ク
チ
ン
は
、
専
門
家
の
間
で
も
定
期

接
種
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議

論
が
長
年
続
い
て
い
る
が
制
度
化
は
さ

れ
て
い
な
い
の
だ
。
08
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
き
た
厚
労
省
の
ワ
ク
チ
ン
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
13）

な
ど
で
も
「
定

期
接
種
に
組
み
込
ま
れ
る
た
め
の
基
準

を
明
確
に
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
議
論
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

●
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
療
経
済
学
分
野
教
授
　
　

川
渕
孝
一

●
ベ
ル
リ
ン
・
フ
リ
ー
大
学
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
　
　
　

ポ
ー
ル
・
タ
ル
コ
ッ
ト

待
っ
た
な
し
の
ワ
ク
チ
ン
政
策

世
界
に
恥
じ
な
い
「
総
合
的
な
戦
略
」
が
求
め
ら
れ
る

ワ
ク
チ
ン
市
場
の
現
状

今
後
の
方
向
性

（下）
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そ
の
た
め
か
予
防
接
種
法
の
中
の
定

義
づ
け
は
あ
い
ま
い
だ
。
例
え
ば
Ⅰ
類

に
関
し
て
は
、
そ
の
発
生
及
び
ま
ん
延

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
方
、
Ⅱ
類
に
関
し
て
は
、
個
人
の
発

病
ま
た
は
そ
の
重
症
化
を
防
止
し
、
合

わ
せ
て
こ
れ
に
よ
り
そ
の
蔓
延
の
予
防

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
定
義

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
基
準
で
定
期
接
種
へ
の
組
み
入
れ

の
是
非
が
判
断
さ
れ
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
。

望
む
ら
く
は
、
疾
病
の
重
症
度
、
伝

染
の
し
や
す
さ
、
死
亡
率
、
後
遺
症
な

ど
の
発
症
率
、
使
用
実
績
（
接
種
率
）

な
ど
の
基
準
値
を
示
し
、
検
討
会
等
で

合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
定
期
接
種
に
組
み

込
む
と
い
っ
た
具
体
的
な
道
筋
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
ず
は
疫
学
調
査
を
行
い
、

そ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
当
該
感
染
症

を
ど
の
程
度
排
除
す
る
の
か
、
様
々
な

感
染
症
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
対

処
し
て
い
く
な
ど
日
本
独
自
の
感
染
症

対
策
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

現
実
的
に
は
現
行
の
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
に

加
え
て
Ⅲ
類
と
い
う
組
み
入
れ
基
準
を

ゆ
る
や
か
に
し
た
分
類
を
新
設
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
①
任

意
接
種
の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
②
お
た
ふ

く
ワ
ク
チ
ン
、
そ
し
て
③
一
部
の
地
方

自
治
体
が
一
定
の
助
成
を
し
て
い
る
肺

炎
球
菌
、
④
多
く
の
国
で
定
期
接
種
化

さ
れ
て
い
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
な
ど

は
Ⅲ
類
に
組
み
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
大
き
な

問
題
が
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
に
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
一
般
財

源
か
ら
の
支
出
を
伴
う
現
行
の
シ
ス
テ

ム
と
同
じ
だ
と
い
う
点
。
そ
の
た
め
、

現
在
の
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
加
え
各

企
業
が
開
発
中
の
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
と
な
っ
た
場
合
、
地
方
自
治
体
の
財

政
状
態
が
緊
迫
す
る
現
状
で
は
、
公
費

助
成
を
行
っ
て
い
く
の
は
か
な
り
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
予
防
接
種
法
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
と
健
康
被
害
救
済
制
度
の

対
象
と
な
り
、
副
反
応
が
起
き
た
際
に

因
果
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
高
額
の

保
証
金
を
被
害
者
に
支
払
う
点
だ
。
さ

ら
に
、
規
定
さ
れ
た
金
額
以
外
に
も
、

被
害
者
が
国
を
訴
え
る
こ
と
が
後
を
た

た
ず
、
歴
史
が
証
明
す
る
よ
う
に
裁
判

で
国
側
が
負
け
て
し
ま
う
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。

�

求
め
ら
れ
る
政
治
の
リ
ー
ダ
―
シ

ッ
プそ

こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
政
治
主

導
に
よ
る
立
法
化
で
あ
る
。

実
は
、
ワ
ク
チ
ン
政
策
を
取
り
巻
く

動
き
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
予
防
議
連
15）

（
会
長
＝
坂
口
力
・
元
厚
生
労
働
省
相
）

が
09
年
３
月
10
日
に
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
関
す
る
提
言

（
案
）
を
ま
と
め
た
。
同
案
で
は
、
啓
発

活
動
や
被
接
種
者
の
費
用
負
担
低
減
策

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
世
界
に

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
摘
し
て
お

り
、
わ
が
国
で
も
子
宮
頸
が
ん
で
の
死

亡
率
・
罹
患
率
の
減
少
が
期
待
さ
れ

た
。
こ
の
提
言
で
特
記
す
べ
き
点
は
、

日
本
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
政
策
全
体
の

改
革
の
必
要
性
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
諸
外
国
で
も
政
治
的
動
き

か
ら
接
種
推
奨
・
公
費
負
担
・
保
険
償

還
な
ど
が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
政
策
の
中
に
い
か
に
当
該
ワ
ク
チ
ン

を
付
加
す
る
か
と
い
う
動
き
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
議
連
は
ワ
ク

チ
ン
政
策
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
見
直

す
政
治
的
動
き
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
騒
ぎ
で
、
日
本
の
予
防
接

種
の
あ
り
方
自
体
が
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
と
い
う
機
運
に
な
っ
て
い
る
。
実
際

に
今
年
１
月
に
招
集
さ
れ
た
通
常
国
会

で
は
、
予
防
接
種
法
の
抜
本
改
正
や
理

念
な
ど
を
定
め
る
ワ
ク
チ
ン
基
本
法
な

ど
の
議
論
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
。
ま

さ
し
く
、
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
が
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
政
策
を
横
断
的

に
検
討
す
る
行
政
組
織
の
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
健
康
局
結
核

感
染
症
課
が
事
務
局
を
務
め
る
「
予
防

接
種
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第
18
回

（
２
０
０
８
年
12
月
26
日
）
で
も
、
加

藤
座
長
が
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
を

推
し
進
め
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
疾
患
ご
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
置
し
、
定
期
接
種
に
す
る
際

の
基
準
な
ど
の
検
討
を
行
う
意
向
を
示

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
「
加
藤
私
案
」

と
題
さ
れ
た
記
事
に
よ
る
と
各
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
取
り
ま
と
め
る
「
作

業
部
会
」
の
設
置
に
も
言
及
し
て
い
る

16）

。し
か
し
な
が
ら
、
当
該
組
織
が
で
き

た
と
し
て
も
世
の
中
は
変
わ
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
厚
労
省
内
検
討
会
の
下
部
組

織
と
し
て
の
域
を
出
な
い
か
ら
だ
。
多

く
の
専
門
家
や
議
連
で
は
、
よ
り
総
合

的
な
議
論
が
で
き
る
組
織
の
必
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
前
述
し
た

よ
う
に
厚
労
省
内
の
関
係
各
局
・
各

課
、
国
立
感
染
研
究
所
、
そ
し
て
関
係
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学
会
な
ど
が
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
日
本
に
お
け
る
疫
学
調

査
な
ど
に
基
づ
い
た
感
染
症
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
・

導
入
・
啓
発
活
動
・
費
用
負
担
・
副
反

応
救
済
制
度
ま
で
の
総
合
的
な
政
策
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
た
め
の
体
制
作

り
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
厚
労

省
内
部
で
は
、
規
制
局
と
産
業
振
興
局

を
統
合
し
た
組
織
を
作
る
の
は
難
し
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
諸
外
国
か
ら
笑
わ
れ
る
ば
か
り
か
ま

す
ま
す
国
民
と
の
隔
た
り
が
出
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

立
法
化
の
論
点

そ
れ
で
は
立
法
措
置
や
法
改
正
ま
で

踏
み
込
ん
だ
場
合
に
何
が
課
題
に
な

り
、
ど
の
よ
う
な
法
律
が
望
ま
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
予
防
議
連
で
今
後
の
方
向
と
し
て
示

さ
れ
た
「
予
防
接
種
法
の
抜
本
改
正
」

と
「
ワ
ク
チ
ン
政
策
に
関
す
る
基
本
法
」

の
２
つ
に
絞
り
著
者
の
意
見
を
述
べ

る
。ま

ず
は
、
予
防
接
種
法
の
抜
本
改
正

で
あ
る
。
同
法
の
歴
史
は
先
述
の
と
お

り
だ
が
、
一
番
大
き
な
改
正
は
、
１
９

７
６
年
に
予
防
接
種
の
健
康
被
害
は
国

が
救
済
す
る
「
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
」
が
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
感
染
症
患
者
の
減
少
に
伴
い
、

予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
ほ
う
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
の
改
正
で
あ
る
。
同
時
に
接
種
義

務
は
緩
和
さ
れ
罰
則
も
廃
止
さ
れ
た
。

そ
し
て
１
９
９
４
年
の
改
正
で
は
、
法

に
よ
る
強
制
・
義
務
接
種
か
ら
国
民
の

努
力
規
定
と
な
り
、
集
団
義
務
接
種
か

ら
勧
奨
個
別
接
種
に
移
行
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
予
防
接
種
法
の
所
管
が
市

町
村
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま

り
同
法
の
目
的
は
、
そ
の
第
１
条
に
あ

る
よ
う
に
「
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾

病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た

め
に
、
予
防
接
種
を
行
い
、
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
迅

速
な
救
済
を
図
る
こ
と
」
な
の
だ
。
こ

れ
は
、
明
治
時
代
の
種
痘
の
蔓
延
を
防

ぐ
こ
と
、
及
び
公
衆
衛
生
環
境
の
改
善

を
第
一
に
考
え
た
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
た
理
念
で
あ
る
。

ま
た
、
同
法
は
強
制
実
施
か
ら
始
ま

っ
た
た
め
、
現
在
は
、
国
民
の
努
力
規

定
や
市
町
村
の
勧
奨
に
な
っ
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
接
種
Ｉ
類
＝

麻
疹
・
風
疹
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
ポ
リ
オ
、
Ｄ

Ｔ
Ｐ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日

咳
）
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
ほ
ぼ
１
０

０
％
の
市
町
村
で
全
額
公
費
負
担
と
さ

れ
て
い
る
。
予
防
接
種
法
第
24
条
に
は
、

「
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保

護
者
か
ら
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
現
在
は
必
ず
し

も
市
町
村
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

予
防
接
種
法
を
抜
本
的
に
改
革
す
る

と
な
る
と
、
第
１
条
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
目
的
」
が
今
の
時
代
や
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
に
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
公
衆
衛
生
的
に
そ
の
感
染
の
蔓
延
を

防
ぐ
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
町

村
の
衛
生
事
業
と
し
て
の
予
防
接
種
の

位
置
づ
け
や
接
種
費
用
を
全
て
市
町
村

の
一
般
財
源
に
頼
っ
た
ま
ま
で
、
将
来

的
に
も
接
種
機
会
の
格
差
は
生
じ
な
い

の
か
。
ま
た
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
を
予

防
接
種
法
の
対
象
と
す
る
に
は
、
疾
病

を
一
つ
一
つ
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
省
令
な
ど
で
補
完
で
き
な
い
の

か
。
さ
ら
に
大
き
な
課
題
と
し
て
、
理

念
や
目
的
を
大
き
く
変
え
て
任
意
ワ
ク

チ
ン
を
す
べ
て
予
防
接
種
法
に
組
み
入

れ
る
体
系
が
作
れ
る
の
か
ど
う
か
。
こ

れ
ら
は
同
法
の
改
正
で
解
決
で
き
る
範

囲
の
課
題
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

�

急
が
れ
る
「
ワ
ク
チ
ン
対
策
基
本

法
」
の
策
定

そ
こ
で
ワ
ク
チ
ン
政
策
に
関
わ
る
基

本
法
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

問
題
は
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

ま
ず
基
本
法
は
予
防
接
種
法
に
含
ま

れ
る
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
及
び
任
意
接

種
ワ
ク
チ
ン
の
両
方
を
網
羅
す
べ
き
で

あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
政

策
の
理
念
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
米
国
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
目
標
は
、

「
予
防
接
種
で
予
防
で
き
る
疾
患
は
全

て
接
種
率
を
高
め
て
駆
使
す
る
」
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
多
く
の
関
係

者
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
筆
者
が
考
え
る
盛
り
込
む
べ
き
理

念
は
、
①
予
防
可
能
な
疾
病
の
減
少
に

向
け
て
、
学
術
的
研
究
の
推
進
や
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
を
目
指
す
こ
と
、
②
ワ
ク

チ
ン
の
被
接
種
者
が
住
む
場
所
や
収
入

に
よ
ら
な
い
公
平
な
接
種
機
会
が
保
証

さ
れ
る
こ
と
、
③
効
果
と
安
全
性
情
報

の
収
集
と
提
供
、
ま
た
健
康
被
害
に
関

す
る
補
償
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
、

の
３
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
基
本
法
に
は
、
先
に
述
べ
た
、

厚
労
省
も
し
く
は
政
府
横
断
的
に
行
政

関
係
者
、
学
会
、
国
立
研
究
所
、
学
識
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経
験
者
、
患
者
団
体
や
法
律
家
そ
の
他

の
関
係
者
が
集
ま
る
協
議
会
な
ど
の
設

置
を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

２
０
０
７
年
に
制
定
さ
れ
た
「
が
ん
対

策
推
進
基
本
法
」
に
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
基
本
法
が
設
定
さ
れ
て
も

課
題
は
残
る
。
そ
の
内
容
が
国
の
省
令

や
基
本
方
針
に
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
、

さ
ら
に
都
道
府
県
・
市
町
村
ま
で
浸
透

し
、
実
際
に
運
用
さ
れ
得
る
か
、
と
く

に
財
源
確
保
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
未

知
数
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
が
ん

対
策
推
進
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
国

レ
ベ
ル
の
そ
し
て
市
町
村
の
「
が
ん
対

策
推
進
計
画
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
財

源
や
人
材
な
ど
そ
の
資
源
に
つ
い
て
は

大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

実
際
に
政
策
に
反
映
さ
れ
る
に
は
ま

だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
各
論
は
後
回
し
で
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
今
の
日
本
に

お
い
て
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
理
念
が
明
確

に
示
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
立

法
素
案
を
本
稿
末
尾
に
示
し
た
の
で
御

笑
読
い
た
だ
き
た
い
。

解
決
策
パ
ー
ト
２
は
、
予
防
接
種
の

普
及
に
必
要
な
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
３
つ
の

選
択
肢
を
提
案
す
る
。

�

ワ
ク
チ
ン
用
の
新
し
い
資
金
源

（
フ
ァ
ン
ド
）
の
確
立

ま
ず
第
一
は
、
現
行
の
公
費
負
担
を
踏

襲
し
て
ワ
ク
チ
ン
用
の
基
金
（
フ
ァ
ン

ド
）
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
案
だ
。

任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
全
て
、
あ
る

い
は
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
に

対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
専
用
の
資
金
源
を

用
意
す
る
の
で
あ
る
。
政
府
の
重
点
課

題
と
さ
れ
て
い
る
少
子
化
対
策
、
次
世

代
育
成
な
ど
の
政
策
に
リ
ン
ク
し
て
、

子
供
た
ち
を
感
染
症
か
ら
守
り
、
死
亡

や
後
遺
症
な
ど
を
減
ら
す
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
に
次
世
代
育
成
支
援
対

策
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、
児
童
手
当
交

付
金
に
平
成
20
年
度
予
算
で
４
３
５
７

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば

そ
の
一
部
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
用
フ
ァ
ン

ド
を
設
立
し
て
も
国
民
的
同
意
は
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
子
化

社
会
対
策
基
本
法
や
、
立
法
化
が
検
討

さ
れ
て
い
る
小
児
保
険
法
な
ど
を
根
拠

法
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
政
策
を
進

め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
で
申
請
中
の
子
宮
頸
が

ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
な
ど

は
、
死
亡
率
を
削
減
で
き
る
数
少
な
い

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
特
別
な
フ
ァ
ン

ド
を
設
立
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
他
の
重

要
な
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
、
た
と
え
ば

小
児
用
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
やH

ib

ワ
ク
チ
ン
な
ど
に
対
す
る
資
金
源
も
用

意
し
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
問
題
解
決

に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
一

定
以
下
の
収
入
水
準
に
あ
る
家
庭
の
子

供
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の

フ
ァ
ン
ド
を
作
る
こ
と
も
一
案
で
は
な

か
ろ
う
か
。

�

公
的
保
険
制
度
へ
の
組
み
込
み

第
二
は
わ
が
国
も
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
の
例
に
な
ら
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
予
防

的
治
療
と
見
な
し
て
、
公
的
保
険
の
給

付
対
象
に
す
る
方
法
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
原
則
的
に
保
険
適
用

に
は
な
ら
な
い
が
、
一
部
に
は
例
外
も

あ
る
。
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
脾
臓
摘
出
後
の
感
染
予
防
に
使
用
す

る
場
合
や
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
母

子
の
垂
直
感
染
予
防
に
使
用
す
る
場
合

な
ど
、
接
種
の
対
象
者
が
確
定
で
き
る

も
の
に
関
し
て
は
、
公
的
保
険
制
度
下

で
償
還
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

確
か
に
健
康
保
険
法
の
第
１
条
に
は

「
こ
の
法
律
は
、
労
働
者
の
業
務
外
の

事
由
に
よ
る
疾
病
、
負
傷
若
し
く
は
死

亡
又
は
出
産
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
疾

病
、
負
傷
、
死
亡
又
は
出
産
に
関
し
て

保
険
給
付
を
行
い
、
も
っ
て
国
民
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
、
予
防

給
付
と
い
う
文
字
は
な
い
。
さ
ら
に
給

付
内
容
を
詳
細
に
規
定
し
た
第
52
条
に

も
予
防
給
付
と
い
う
文
字
は
見
つ
か
ら

な
い
。

ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
目
的
の
医
療

行
為
を
公
的
保
険
に
組
み
入
れ
る
場
合

に
法
改
正
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ
と
も

解
釈
の
仕
方
で
可
能
な
の
か
。
そ
の
答

え
は
専
門
家
の
判
断
を
伴
う
が
、「
予

防
給
付
は
公
的
保
険
の
対
象
外
」
と
い

う
見
方
は
、
時
代
錯
誤
も
著
し
い
の
で

は
な
い
か
。
確
か
に
予
防
医
療
を
公
的

保
険
の
対
象
に
す
る
と
、
因
果
関
係
の

な
い
も
の
ま
で
対
象
と
な
り
、
際
限
が

な
く
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ

は
混
合
診
療
の
問
題
が
未
だ
に
解
決
し

な
い
こ
と
に
本
質
的
に
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
予
防
に
勝
る
良
薬
な
し
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
予
防
と
病
気
の
因
果

関
係
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
や
基
準
を
示

せ
ば
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
ワ
ク
チ

4 社 会 保 険 旬 報 No.2414 ( 2010.  2.  11)

安
定
的
な
財
源
の
確
保
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ン
は
、
因
果
関
係
が
明
確
で
あ
り
、
予

防
す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
の
社
会
コ
ス

ト
が
削
減
で
き
る
と
い
う
医
療
経
済
の

デ
ー
タ
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に

何
度
か
ワ
ク
チ
ン
を
公
的
保
険
適
用
に

で
き
な
い
か
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い

た
と
聞
く
が
、
国
の
研
究
会
や
国
会
な

ど
で
の
本
格
的
な
政
策
的
議
論
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
健
康
保
険
法
を
変
え
な
く

て
も
、
保
険
適
用
す
る
道
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
例
え
ば
、
例
外
的
に
保
険

適
用
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
や
二
次
予

防
的
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品
の
共
通
点

は
、
そ
れ
ら
の
投
与
・
接
種
対
象
者
が

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
特
に
ワ
ク

チ
ン
は
、
接
種
の
推
奨
年
齢
を
限
定
す

る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
水
痘
ワ
ク

チ
ン
、H

ib

ワ
ク
チ
ン
で
あ
れ
ば
１
〜

２
歳
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

11
〜
14
歳
で
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
年
齢
を
限
定
し
た
形

で
の
保
険
適
用
に
す
れ
ば
、
全
体
の
予

算
も
抑
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
の
公
的
医
療
制
度
の
法

的
給
付
に
は
医
療
給
付
と
現
金
給
付
が

あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
も
出
産
一
時
金
や

疾
病
手
当
金
と
同
様
に
現
金
給
付
で
後

に
償
還
す
る
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
、
薬

価
と
し
て
現
物
給
付
さ
れ
る
よ
り
も
ハ

ー
ド
ル
が
低
い
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
過
去
に
は
予
防
医
療
の
う

ち
「
検
診
」
を
公
的
保
険
に
組
み
込
む

べ
き
と
い
う
議
論
も
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

こ
れ
も
実
現
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

現
行
の
診
療
報
酬
点
数
表
を
み
る
と
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
に

限
定
し
た
生
活
習
慣
病
指
導
管
理
料
の

よ
う
に
「
予
防
的
給
付
」
を
実
施
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。
で
あ
れ

ば
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
限
局
的

な
適
用
拡
大
を
検
討
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
予
防
医

療
を
保
険
適
用
に
す
る
に
は
、
数
多
く

の
関
係
者
、
と
く
に
厚
生
労
働
省
の
内

部
に
深
く
根
付
い
て
い
る
意
識
を
変
え

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

�

Ｍ
Ｓ
Ａ
の
創
設

第
３
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
と
こ
ろ

で
主
張
し
て
き
た
が
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
（M

ed-
ical
Saving

Account

）
を
疾
病
予
防

の
財
源
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
16）

。
Ｍ

Ｓ
Ａ
は
自
ら
の
口
座
に
将
来
の
医
療
費

を
強
制
的
に
貯
蓄
す
る
制
度
で
、
多
く

の
非
課
税
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
郵
便
貯

金
の
実
態
を
調
べ
る
と
、
預
金
が
９
０

０
万
円
を
超
え
る
�
高
額
�
預
金
者
が

６
４
０
万
人
に
上
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
政
府
保
証
が
付
さ
れ
、「
１
０
０
％

安
全
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
信
頼
が
根
強

い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ

る
高
齢
者
マ
ル
優
制
度
も
２
０
０
６
年

１
月
に
廃
止
さ
れ
、
郵
便
貯
金
が
現
在

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
Ｍ
Ｓ
Ａ
導
入
は
消
費
拡
大
効
果

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
は
、
医
療
構
造
改
革
の
柱
に
生
活

習
慣
病
予
防
を
挙
げ
、
そ
の
具
体
的
取

り
組
み
と
し
て
、
都
道
府
県
の
健
康
増

進
計
画
を
充
実
、
さ
ら
に
被
保
険
者
に

対
す
る
健
診
と
保
健
指
導
を
保
険
者
に

義
務
づ
け
た
。
そ
の
意
図
は
わ
か
ら
な

く
は
な
い
が
、
予
防
医
療
に
つ
い
て
は
、

健
康
診
断
、
事
後
指
導
と
い
っ
た
従
来

か
ら
の
対
策
以
外
に
、
個
人
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
活
か
し
た
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
例
え
ば
、
税
金
の
医
療
費
控
除

制
度
を
拡
大
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
薬
局
で
買
っ
た
治
療
薬
代
や
通

院
の
た
め
の
交
通
費
も
含
め
て
申
告
で

き
る
の
に
、
人
間
ド
ッ
ク
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
控
除
の
対
象
外
で
あ
る
。
国
が

疾
病
予
防
に
力
を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
う
い
っ
た
分
野
こ
そ
控
除
の
対
象
と

す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
ワ
ク

チ
ン
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
、
そ
し

て
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

最
も
留
意
す
べ
き
は
、
今
後
５
年
以

内
に
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
次
々
を
開
発

さ
れ
使
用
可
能
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ら

は
任
意
接
種
に
分
類
さ
れ
、
推
奨
や
公

費
負
担
の
仕
組
み
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
任
意
接
種
は
そ
の
言
葉
の
と

お
り
、「
接
種
す
る
の
も
し
な
い
の
も
個

人
の
勝
手
」
と
い
う
い
わ
ば
�
ほ
っ
た

ら
か
し
の
ワ
ク
チ
ン
�
な
の
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
限
ら
れ
た
自
治
体
が
、
啓

発
活
動
や
一
部
公
費
助
成
を
し
て
い
る

が
、
収
入
や
住
む
場
所
に
よ
っ
て
ワ
ク

チ
ン
を
含
む
予
防
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
�
接
種
格
差
�
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
予
防
接
種
法
に
組
み

入
れ
る
に
し
て
も
、
新
し
い
フ
ァ
ン
ド

を
作
る
に
し
て
も
、
公
的
保
険
制
度
に

組
み
入
れ
る
に
し
て
も
、
財
源
を
地
方

自
治
体
の
一
般
財
源
に
頼
る
仕
組
み
で

は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
し
な
い
。

実
際
、
疾
病
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
代

表
で
あ
る
検
診
は
全
て
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
検
診
率
は
す
こ
ぶ
る

低
い
。
自
治
体
の
財
政
状
態
が
緊
迫
し

て
い
る
の
で
、
費
用
負
担
を
考
え
る
と

検
診
率
を
上
げ
た
く
な
い
と
い
う
事
情

が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
①
ど
ん
な
ワ
ク

結
び
に
代
え
て
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チ
ン
が
今
後
、
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
か
、
②
そ
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ

っ
て
ど
の
程
度
、
感
染
症
・
そ
の
他
の

疾
病
が
削
減
さ
れ
る
の
か
、
③
そ
の
削

減
率
を
達
成
す
る
た
め
の
接
種
率
は
ど

の
く
ら
い
必
要
な
の
か
、
④
必
要
な
接

種
率
を
得
る
た
め
に
推
奨
・
普
及
啓
発

を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
、
⑤
副
反
応

対
策
は
ど
う
す
べ
き
か
、
そ
し
て
、
⑥

ど
の
よ
う
な
費
用
負
担
の
仕
組
み
が
必

要
か
、
と
い
っ
た
一
連
の
ワ
ク
チ
ン
政

策
を
政
府
・
専
門
家
・
国
民
の
間
で
議

論
を
行
い
、
日
本
国
民
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
を
平
等
に
享
受
で
き
る
「
場
」

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
繰
り
返
す
が
諸

外
国
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
予
防

す
る
こ
と
の
で
き
る
感
染
症
や
疾
病
が

日
本
で
は
未
だ
発
生
す
る
と
い
う
�
ワ

ク
チ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
�
は
、
早
急
に
解

消
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

幸
い
、
民
主
党
政
権
は
ワ
ク
チ
ン
に

対
し
て
積
極
的
だ
。
特
に
無
過
失
救

済
・
免
責
は
、
医
療
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

実
質
的
に
と
り
ま
と
め
た
足
立
信
也
議

員
（
現
在
、
厚
労
省
政
務
官
）
が
、
長

年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
で

あ
る
。
中
で
も
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
任
意
接
種
（
Ｂ
型
肝
炎
、
水

痘
、
Ａ
型
肝
炎
、
高
齢
者
用
の
肺
炎
球

菌
、
お
た
ふ
く
な
ど
）
で
あ
る
。
被
害

救
済
は
医
薬
品
副
作
用
被
害
制
度
で
補

償
さ
れ
る
が
、
運
用
・
費
用
負
担
に
関

す
る
根
拠
法
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
普

及
を
目
標
と
し
た
公
費
負
担
制
度
を
考

え
る
際
に
は
、
副
反
応
救
済
制
度
は
切

っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
予
防
接
種

法
に
規
定
さ
れ
る
定
期
接
種
へ
新
た
な

ワ
ク
チ
ン
が
組
み
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

政
府
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
及
び
公
費

負
担
は
副
反
応
救
済
制
度
と
表
裏
一
体

と
な
る
。
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
用
の
フ
ァ

ン
ド
や
公
的
保
険
制
度
へ
の
組
み
入
れ

を
考
え
る
際
に
も
、
副
反
応
救
済
制
度

も
含
め
た
仕
組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば
、

国
民
・
医
療
従
事
者
・
政
府
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

国
会
議
員
が
主
導
し
て
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
政
策
・
ワ
ク
チ
ン
行
政
を
改
革
す

る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
で
あ
る
。
今
後
、

民
主
党
が
総
選
挙
の
政
策
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

２
０
０
９
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
し

た
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
総
合
的
政
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

最
後
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
財
源
と
公
費

負
担
が
、
そ
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
と
い
う
視
点
で
、
公
費
負
担
の

仕
組
み
を
論
じ
て
き
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
普
及
は
、
資
金
面
だ
け
で
は
な
く
政

府
・
業
界
団
体
・
企
業
な
ど
に
よ
る
啓

発
活
動
が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
な

い
。
効
果
的
な
公
費
負
担
の
仕
組
み
と

啓
発
活
動
が
両
輪
と
な
り
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
冒

頭
で
俯
瞰
し
た
よ
う
に
、
各
段
階
に
お

け
る
課
題
の
克
服
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を

総
合
的
視
野
で
評
価
し
、
法
律
や
政
策

を
引
率
す
る
組
織
や
そ
の
議
論
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
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【注】
13）2008年12月25日にワクチン産業ビジョン推進員会（座長：倉田毅・
国立富山衛生研究所長）が８カ月ぶりに開かれ、「混合ワクチン」を日
本でも開発するためにワーキンググループの設置が承認された。混合
ワクチンとは、複数のワクチンを混ぜて一度に接種できるワクチンで、90
年代半ば頃から海外では次 と々開発されている。例えば、DTP（ジフ
テリア・破傷風・百日咳）にIPV（ポリオ）やHib（へモフィリスインフルエン
ザｂ菌）などを混合したDTP-IPV-Hib（5混ワクチン）や、MR（麻疹・風
疹）にM（おたふく風邪）やV（水痘）を混合したMMRV（4混ワクチン）な
どである。混合化のメリットとして、ワクチン供給の利便性や接種率の
向上、コスト削減や予防接種スケジュールに余裕ができること（予防接
種を受けるべき時期を年齢別に示した予定表）などが挙げられる。端
的に言えば、小さな子供が別 に々ワクチン接種を行えば、12回針をささ
なければならないが、混合化により３分の１程度に減らすことができる。
また、国内外の企業間連携が進む可能性もある。

14）「ワクチンを活用して疾病の予防、罹患率の減少を目指し、国民の
健康増進を推進する議員の会（ワクチン予防議連）」が08年12月19日
に発足した。当初は、子宮頸がん予防ワクチンについて議論を進め、
09年３月には提言をまとめたが、現在は休眠状態。また、去る衆議院
選挙でもワクチンについては党派を問わずマニュフェストに盛り込まれ
た。政権交代によってその動向が注目されるが、今後のワクチン政策、
とくに費用負担についての政策を推し進める役割が期待される。

15）予防接種に関する検討会では、今後のワクチン政策を推し進める
ためにワクチンで予防できる疾患ごとにワーキンググループを設置し、定
期接種への導入の際の基準などの検討を行うという意向が示された。
また、米国の予防接種に関する諮問機関であるACIPの紹介や米国
におけるワクチンの費用負担などの現状の報告があった。ACIPでも疾
病ごとのワーキンググループが設置され、当該ワクチンの感染症対策に
おける意義などが議論され、そのワクチンを推奨するか否か決定がな
されている。

16）シンガポールでは国民すべてに口座開設を義務づけ、同口座に社
会保障費を強制貯蓄させ、CPF（Central Provident Fund、中央積
立基金）がこれを運用するという仕組みを採用している。CPF口座に
は個人の①一般口座、②メディセーブ口座、③特別口座が設けられて
おり、労使一定の負担割合で賃金の一部が積み立てられる。一般口
座は住宅取得、投資信託、保険商品、大学教育ローン、両親の退職
年金口座への積み立てに用いられている。メディセーブ口座は入院医
療費と一定の外来医療費の支払いに充てられ、特別口座は高齢者
の年金や臨時出費（災害事故）に使われる。CPF口座は運用益が非
課税の上、個人別に管理され、取り崩さなかった残額は非課税（一定
の上限あり）で相続することも可能である。また負担能力がない低所
得者に対しては公費から一定の社会保障費が支給される。
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８　第三項から第五項までの規定は、ワクチン政策
推進基本計画の変更について準用する。
（関係行政機関への要請）
第十条 厚生労働大臣は、必要があると認めるとき
は、関係行政機関の長に対して、ワクチン政策推進
基本計画の策定のための資料の提出又はワクチン政
策推進基本計画において定められた施策であって当
該行政機関の所管に係るものの実施について、必要
な要請をすることができる。
（都道府県ワクチン政策推進基本計画）
第十一条 都道府県は、ワクチン政策推進基本計画
を基本とするとともに、当該都道府県における被接
種者およびその保護者に対するワクチン情報などの
提供の状況等を踏まえ、当該都道府県におけるワク
チン政策の推進に関する計画（以下「都道府県ワク
チン政策推進基本計画」という。）を策定しなけれ
ばならない。
２　都道府県ワクチン政策推進基本計画は、定期接
種に関しては予防接種法予防法（昭和二十三年法律
第ｘｘ号）第ｘｘ条第ｘ項に規定するｘｘ計画、そ
の他の法令の規定による計画であって予防接種、健
康被害救済制度又はその他の予防接種に関する事項
を定めるものと調和が保たれたものでなければなら
ない。
３　都道府県は、都道府県ワクチン政策推進基本計
画を策定したときは、遅滞なく、これを公表しなけ
ればならない。
４　都道府県は、当該都道府県におけるワクチンに
関する状況の変化を勘案し、及び当該都道府県にお
けるワクチン政策の効果に関する評価を踏まえ、少
なくとも五年ごとに、都道府県ワクチン政策推進基
本計画に検討を加え、必要があると認めるときには、
これを変更しなければならない。
５　第三項の規定は、都道府県ワクチン政策推進計
画の変更について準用する。

第三章　基本的施策
第一節　ワクチンに関わる疫学調査などの充実
（ワクチン政策の評価に係る調査の充実）
第十二条 国及び地方公共団体は、感染症管理及び
ワクチン政策の評価の基礎となる疫学調査などのサ
ーベイランス機能の充実のために必要な施策を講ず
るものとする。また、専門的な知識及び技能を有す
る研究者の育成を行う。
第二節　ワクチンの普及
（ワクチンの啓発普及）
第十三条 国及び地方公共団体は、ワクチンの効果
及び安全性、ワクチンに係わる情報の提供などワク
チンに関する啓発及び知識の普及に努めなければな
らない。

（ワクチンの費用負担）
第十四条 国及び地方公共団体は、ワクチンの被接
種者がその居住する地域にかかわらず等しくワクチ
ン接種を受けることができるよう、被接種者の負担
の軽減のために必要な施策を講ずるものとする。
（ワクチン接種に関する健康被害救済）
第十五条 国及び地方公共団体は、ワクチンに関連
した健康被害に関する情報の収集及び提供を行う体
制を整備するために必要な施策を講ずるとともに、
ワクチンの被接種者及びその家族に対する相談支援
等を推進するために必要な施策を講ずるものとする。
２　国及び地方公共団体は、ワクチン接種により生
じた健康被害の状況を把握し、分析するための取組
を支援すると共に必要な補償を講ずるものとする。
定期接種ワクチンに関しては、予防接種法ｘｘｘに
基づき補償を行う。
第三節　研究の推進等
第十六条 国及び地方公共団体は、疫学調査などの
感染症の管理、ワクチン基礎研究、及び開発が促進
され、並びにその成果が活用、普及されるよう必要
な施策を講ずるものとする。
２　国及び地方公共団体は、感染症予防を行う上で
特に必要性が高いワクチンの早期の薬事法（昭和三
十五年法律第百四十五号）の規定による製造販売の
承認に資するようその治験が迅速かつ確実に行われ、
並びにワクチン研究開発に係る標準的な臨床研究が
円滑に行われる環境の整備のために必要な施策を講
ずるものとする。

第四章　ワクチン政策推進協議会
第十七条 厚生労働省に、ワクチン政策推進基本計
画に関し、第九条第四項（同条第ｘ項において準用
する場合を含む。）に規定する事項を処理するため、
ワクチン政策推進協議会（以下「協議会」という。）
を置く。
第十八条 協議会は、政府、学会、学識経験者、お
よびその他の関係者で組織する。
２　協議会の委員は、厚生労働省内の今後のワクチ
ン政策を総合的に議論するための関係部署、ワクチ
ン接種に従事する者、関連の学会、学識経験者、及
びその他の関係者のうちから、厚生労働大臣が任命
する。
３　協議会の委員は、非常勤とする。
４　前三項に定めるもののほか、協議会の組織及び
運営に関し必要な事項は、政令で定める。

附　則　抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成ｘｘ年ｘ月ｘ日から施行
する。
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第一章　総則
第二章　ワクチン政策推進基本計画等
第三章　基本的施策
第一節　ワクチンに関わる疫学調査などの充実
第二節　ワクチンの普及
第三節　研究の推進等

第四章　ワクチン政策推進協議会
附則

第一章　総則
（目的）
第一条 この法律は、我が国のワクチン政策が予防
接種法などの取り組みにより進展し、成果を収めて
きたものの、任意接種ワクチンについては、その運
用、政策などにおいて普及が充分ではなく、予防可
能な疾病が未だわが国で発生しているという現状に
かんがみ、ワクチン政策の一層の充実を図るため、
ワクチン政策に関し、基本理念を定め、国、地方公
共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を明ら
かにし、並びにワクチン政策の推進に関する計画の
策定について定めるとともに、ワクチン政策の基本
となる事項を定めることにより、ワクチン政策を総
合的かつ計画的に推進することを目的とする。なお、
ここで言うワクチンとは、予防接種法に規定された
定期接種ワクチンならびにそれ以外の任意接種ワク
チンの両方を含む。
（基本理念）
第二条　ワクチン政策は、次に掲げる事項を基本理
念として行われなければならない。
一　予防可能な疾病の発症率減少を目指し、ワクチ
ンに関する専門的、学際的又は総合的な研究を推進
するとともに、ワクチンの研究等の成果を普及し、
活用し、及び発展させること。
二　ワクチンを受ける被接種者がその居住する地域
にかかわらず等しく適切なワクチン接種を受けるこ
とができるようにすること。
三　ワクチン接種に関してその安全性と効果、及び
ワクチンに係る情報が充分に提供される体制の整備
ならびに、健康被害に対する補償の充実がなされる
こと。
（国の責務）
第三条 国は、前条の基本理念（次条において「基
本理念」という。）にのっとり、ワクチン政策を総
合的に策定し、及び実施する責務を有する。
（地方公共団体の責務）
第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、ワ
クチン政策に関し、国との連携を図りつつ、自主的

ワクチン政策基本法（案）
かつ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定
し、及び実施する責務を有する。
（医療保険者の責務）
第五条 医療保険者は、国及び地方公共団体が講ず
るワクチン接種に関する啓発及び知識の普及啓発等
の施策に協力するよう努めなければならない。
（国民の責務）
第六条 国民は、ワクチンの効果と安全性に関する
正しい知識を持ち、ワクチン接種に必要な知識の収
集に努めるとともに、必要なワクチンを受けるよう
努めなければならない。
（医師等の責務）
第七条 医師その他の医療関係者は、国及び地方公
共団体が講ずるワクチン政策に協力し、ワクチンの
正確な情報提供をするよう努めるとともに、公衆衛
生上の重要性を深く認識し、ワクチン接種を行うよ
う努めなければならない。
（法制上の措置等）
第八条 政府は、ワクチン政策を実施するため必要
な法制上又は財政上の措置その他の措置を講じなけ
ればならない。

第二章　ワクチン政策推進基本計画等
（ワクチン政策推進基本計画）
第九条 政府は、ワクチン政策の総合的かつ計画的
な推進を図るため、ワクチン政策の推進に関する基
本的な計画（以下「ワクチン政策推進基本計画」と
いう。）を策定しなければならない。
２　ワクチン政策推進基本計画に定める施策につい
ては、原則として、当該施策の具体的な目標及びそ
の達成の時期を定めるものとする。
３　厚生労働大臣は、ワクチン政策推進基本計画の
案を作成し、閣議の決定を求めなければならない。
４　厚生労働大臣は、ワクチン政策推進基本計画の
案を作成しようとするときは、関係行政機関の長と
協議するとともに、ワクチン政策推進協議会の意見
を聴くものとする。
５　政府は、ワクチン政策推進基本計画を策定した
ときは、遅滞なく、これを国会に報告するとともに、
インターネットの利用その他適切な方法により公表
しなければならない。
６　政府は、適時に、第二項の規定により定める目
標の達成状況を調査し、その結果をインターネット
の利用その他適切な方法により公表しなければなら
ない。
７　政府は、ワクチン政策に関する状況の変化を勘
案し、及びワクチン政策の効果に関する評価を踏ま
え、少なくとも五年ごとに、ワクチン政策推進基本
計画に検討を加え、必要があると認めるときには、
これを変更しなければならない。
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